
医療費に関する健康保険等から労災保険への切替え（現行）
（過去に、健康保険等を使用して1,000万円の医療費を要した例）

医療機関 健康保険の保険者等

国
（労働基準監督署）

②【健保等給付】健康保険等から700万円を支払う

⑥ 1,000万円を支払う

（注）原則：労災請求を行う（⑤）前に保険者に返還を行う
例外：労災保険給付を受けた後（⑥）に保険者に返還（④）も可

①【自己負担】健康保険を
使用し、300万円を支払う ③ 労働災害と判明した時点で、

700万円を返還請求

⑤ 医療費全額1,000万円を請求
（原則、①及び④の領収書を添付）

④ 700万円を返還（注）

被保険者
（被災労働者）



医療費に関する健康保険等から労災保険への切替え（新しい方法）
【※被保険者が希望し、保険者が同意した場合】

（過去に、健康保険等を使用して1,000万円の医療費を要した例）

医療機関 健康保険の保険者等

国
（労働基準監督署）

②【健保等給付】健康保険等から700万円を支払う

⑥ ⑤の通知＋保険者に受領してもらうことの委任
状を添えて【健保等給付】700万円を請求

⑦’ 300万円を支払う

メリット：これまで被災労働者本人に一時的に生じていた、
自己負担額（①）を超える経済負担が生じなくなる

①【自己負担】健康保険を
使用し、300万円を支払う

被保険者
（被災労働者）

④③の結果業務上と判断
→過去分に係る労災からの
支給額を保険者と調整
（本人の同意の上での
レセのやりとり含む）

⑦ 700万円を
支払う

⑥ ’ 【自己負担】分 ①の領収書を添え300万を請求

③労災申請（未来への現物給付の請求）

⑤700万円の返還通知


